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 竹炭講習会 
９月１１日、小月で、竹
炭（たけすみ）の講習会が
あり、福冨、平野、野口の
三名が参加した。将来、さ
くら友の会でも竹炭を作
ってはどうかという話が
出ている。７～８時間で約
20ｋｇの竹炭を焼くこと
が出来る鋼板製の釜に興
味を持った。 
 「９月定例会」 
９月１３日、「本日の弁
当は４１ケ準備願いま
す。」人数確認は整列する
のが手っ取り早い。 
この日は草刈、蔦払い、
桜の樹へのＥＭ投与。 
ＥＭ菌は、育ちの悪い桜
にも投与してくれとの要
望が出され試験エリアを
定め１２本の内、偶数番号
６本に投与した。 
  「ＥＭ菌の効果」 
９月１８日（金）松枯れ
防止策としてＥＭ菌を投
与した松を観察した。去る
７月７日に投与した際、１
７本中９本に投与したが、
投与しなかった松は松枯
れが進行しているのに比
べ、投与した松は、比較的
緑が多かった。結果が予想
以上だったので、前回比較
する為に処置しなかった
残りの松も枯死と断定し
た松を除き、回復可能か見
る為、今回全てに処置した。 
  「臨時作業」 
１０月１１日維持管理
部会の臨時作業が行われ
た。会員全体の定例会は奇
数月だが、その間の偶数月
には維持管理部会が作業
をする。頻繁な作業のおか
げで、全体に草丈が低くな
り、作業もし易くなった。
この日は８名の参加。 
  「理事会」 
１０月１９日に行われ
た理事会では、さくら友の
会が市の指定管理者制度
に応募するかどうかにつ
いて話し合われました。 
将来、深坂の森や森の家の
管理も引き受ける可能性

があれば、指定管理者制度に応募して、資格を取る必要
がある。メンバーを選定して更に検討することとなった。 
「市民活動団体交流会」 
１０月３１日（土）「しものせき市民活動センター」で、

８団体４５名の交流会
が開催された。さくら友
の会からは福冨、上畠、
西川、野口の４名が出席
した。各団体は活動の現
状を発表し、昼食を共に
して親睦会が持たれた。 
  
 「ソメイヨシノに思

うこと」 
春になると深坂を彩るオーナー桜のほとん１２どは、ソ
メイヨシノである。 
ご存知のように、ソメイヨシノは種子によ
る繁殖はしない。接ぎ木によってその種を引き継いでい
るクローン種である。 
維持管理作業に携わっているメンバーはよく目にすると
思うが、不幸にも強風などで倒れてしまった桜や、折れ
てしまった桜の根元近くからは、新しい枝が天に向かっ
て伸びている。 
聞く処によると、ソメイヨシノの場合、その新しい枝は
接ぎ木の原木であることが多いという。 
なるほど、その木肌を観ると色合いなどが全く違ってい
る。 
つまり接ぎ木の元がヤマザクラであれば、ソメイヨシノ
からヤマザクラの枝が生まれてくるということになる。 
やがてその枝は幹となり、ヤマザクラとして育って行く
であろう。 
そのような原種の力強さに感心すると同時に、 
ソメイヨシノの「華やかさ」と「儚さ」の共存した美し
さは、その生命力の「脆さ」に由来するものなのではな
いかと、ふと、想うのであった。   
                   （道坂 優） 
  

「深坂の森は市民の財産」 
深坂の森を、こんな風にしたいという夢、希望の
アイデアを、事務局にお寄せください。それらを総合
するプロジェクトチームを発足させ、下関市の森林整
備課と相談し、実現に向けて一役買いたいと思いま
す。また、そのアイデアを実現するためにプロジェク
トチームに加わり、討議に加わったり、必要な写真を
撮ったり、地図を描いたり、植物、昆虫、動物、小鳥
などの調査などしてみたいという方も、事務局まで申
込みください。何時実現するか分かりませんが、夢自
身も財産として将来の子どもたちに引き継いで貰え
るようなものにしたいですね。 

予 定 
維持管理部会 １２月１３日（日）９時００分 
定例会    １月１１日（日）９時００分 
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